調布「憲法ひろば」誕生から２年のつどい（06年11月16日）
感想・ひと言カード

１、ＩＴ
　二周年記念おめでとうございます。準備が大へんだったと思います。そして、素晴らしく多彩な内容。２年間の積み上げガ生きています。矢張り継続は力です。

　ただ、この素敵な内容、卓越した表現を、もっともっと多くの人に見せたい、聞かせたい、知らせたい。その努力を自戒も含めて、不十分と反省せざるを得ません。青年のＰ魂ｓが、あらゆる表現、宣伝の方法を考え、実行すると教えています。広げ、伝えるための方法、努力をもっと追究する必要があるのでは、と思います。マスコミに対する無数のミニコミが、やがてはマスコミに影響を与えることもできるでしょう。

２、ＩＮ
　誕生から２年、地道な９条を広げる運動、着実に実を結んでいるのをプログラムから感じています。体験劇、登場者たち素晴らしかったです。Ｐ魂ｓ、この調布に（運動高齢化地域）によく呼んでくれました。こんなソールフルな若者たちがもっともっとふえてくれることを期待したいです。若者たちに元気をもらい、これからの活動にエネルギーにしたいと思います。

３、ＵＩ
　私もかつて難民でした。小学五年１０歳で引き揚げて来ました。

　戦争は絶対にしてはいけないと思います。その部分は共通ですが、日本の中での共産主義的な考えと実際的な共産主義とは違うとも思います。あの広い中国に、目的は違うけど鉄道を創ったことなどは評価して欲しいと思います。創価学会が政治にかかわるのはオームよりこわいと思います。宗教が政治にかかわる、政治を動かすなどとんでもない。核実験などする必要など絶対ないですね。本当の平和を祈ります。

４、ＵＨ
　武力で平和は築けない

５、ＵＳ

　若い人たちのことばが力強く、こういう力を、渋谷・原宿・etc の巷の、ひまをもてあましている若者に伝えていただきたい。若者の世界が広がること、つき破ることで、いじめをしているひまが勿体なくなるように。自分たちが前向きになることで、他人にもやさしくなれるように。

６、ＯＹ

　初めて参加させていただきました。いつもどなたかがポストにチラシを入れて下さっていたので、気になっていたのですが、今回のような大きな企画だと参加しやすいので、ありがたかったです。

　ピーソウルズの、私より若い戦争を知らないはずの方々の言葉が（戦争の時代に生きてきた人の声を直接聞いたからだと思います）、とても明確に「戦争しちゃいけない」ってあらためて思わせてくれました。

　ところで、対論の「改憲派」の富永信哉さんは、失礼ですが本当に改憲派なのでしょうか？　それとも、お仲間の方で改憲派の役を演じられたのでしょうか？　といいますのは、改憲派ってもっと理論武装しているのだと思っていましたから。改憲派の人の考えはこんなに単純なはずがないと思いつつ、でももしかしたら、こんなにアバウトなのかもしれない、とも思いました。そうであれば、護憲派の丸山さんがおっしゃった夢のような理想と同じくらい、現実味に欠けていて、それだけに、ちょっとやそっとじゃ会見必要！と思う気持ちを変えられないんじゃないか、と逆に不安になりました（もし富永さんが、本モノの改憲派だったらごめんなさい。　付記：最後にご紹介がありましたね。できればお身内でなく、本モノの改憲派の方の話を聞きたかったです）。でも「調布のひろば」の人たちは、絶対あきらめない人なんだなと思いました。

　１つ残念だったのは、20代後半、30代、40代の人がとても少ない（ほとんどいない？）少なかったことです。子育てまっさい中の人にこそきいてもらいたい話でした。新しい層の人が参加しやすい時間帯でも企画をつくってくださるとうれしいです。ありがとうございました。

７、ＯＡ
　戦争をしないと決意することは、むずかしく考えることではない。ユーモアと知恵をもって、相手を尊重し、暴力を使わないことだ。今日の集いに参加してそう思いました。語りや落語、音楽、会場との対話、とてもあたたかい集りでした。身近なところから憲法を守り、教育基本法を大切にしてゆきたいです。

８、ＫＮ
　ご準備いただいたみなさん、お疲れさまでした。柴崎の「憲法を読む会」に参加しています。「よむ」だけでなく（よむことは大事です）行動のときですね。「Ｐ魂ｓ」の若者のみなさんに大いに励まされました。「重慶」訪問の中国へのピースツアー、私も一緒でした（私は南京コースでしたが･･･）。特に若い人々とともに行動をひろげるときですね。

９、ＫＯ
　「手づくり」「自分のことばで」「対話」を大切にした、とてもすばらしい集いをありがとうございました。問答無用の姿勢は、与党ばかりではなく、運動をしている側にもまだまだあり、これを克服していくことが運動の広がりになっていくと思っています。さらに対話を求めて、ともにがんばりましょう。

10、ＳＡ
　いつも新しい発想での集会、よかったです。もっと広げること、工夫してみてはいかがですか。

11、ＳＹ
　私は太平洋戦争の終戦を疎開先の山梨県上野原で迎えました。小学校３年でした。その経験で、平和について関心を持っていて、いまの日本の改憲の流れを心配しています。ですから、今日はじめて知ったのですが、ピーソウルズというグループがあり、活発な活動をしている様子を知り、今日の集会はたいへん励ましを受けました。ピーソウルズ、頑張れ！　今日の集会もどちらかというとお年寄りの多い集りになりましたが、みなさん、そう思っているのではないでしょうか。

12、ＳＨ
　憲法改悪反対と言う意思表示について何もしてこなかった。指１本動かしてこなかった。せめてこの集会はと何とか来てみました（足を負傷しているので移動が不自由）。この日本の状況で、多分護憲派というのは絶対的少数でしょう。今日の雰囲気とは別に、そこは冷静に捉えておかねばと思います。私自身がそのことに対して何ができるか、心もとない限りですが。

13、ＴＭ
　憲法９条を世界に紹介する活動を進めています。中国、ユーラシア（旧ソ連）の人たちに知ってもらう活動です。ピーソウルズの方の話とダブリますが草の根運動をよろしく。

14、ＴＡ
　昨日、今日の国会審議で教育基本法改正の強行採決が報じられたが全く許せないこと。

　今日の会については、「小さな会でもこれをつづけることが相手に大きな打撃をあたえる」はその通りと思う。

　ピーソウルズの参加、とてもよかった。特に代表者の「８月１５日、戦争が終わったとき、灯火管制が必要なくなり、明るい電灯をつけて次々と街が明るくなった喜び、これが平和憲法の出発だ」と戦争体験者から聞いたということ、新鮮だった。

15、ＴＥ
　２周年の活動、すばらしい実績と思っています。今日の会の内容も工夫されていたし、若いピーソウルズにも励まされました。全戸に訴えていけるような署名活動などもしていきたい。それが国民投票の阻止になると思います。

16、ＴＹ
　石川さんの話もよかった。そして若者が、こんなに一生懸命に平和についてやっているという事に感激しました。今日のこのような形式もとてもとても素晴らしかった、よかった。

17、ＴＹ
　ピーソウルズの活動を知って少し勇気づけられました。

　これだけの企画を準備するのは大変だっただろうと感じました。

　対論「日本の安全は大丈夫ぁ」は、企画としてあまり感心しませんでした。むしろ、丸山さんの講演にした方が良かったのではないでしょうか。

　私は深大寺九条の会に所属しています。自分のブログをつくってメッセージを発信していますので、そのメッセージをニュースやＨＰに載せていただければ幸いです。ブログ名は「風太郎の労働相談奮闘記」です。検索ででてきます。

18、ＴＹ
　持続的に、地道に、手づくりの工夫した会をもたれたことに心から敬意を感じます。今日の会では、Ｐ魂ｓの若い方の創意ある活動を知り、感動しました。そして希望を感じました。そういうことを知らせて下さったこの会に来てよかったと思いました。調布「憲法ひろば」に大きな関心をもっていますが、私自身は、地域の深大寺九条の会に参加したり、友人・知人と憲法の学習会を継続しています。調布ひろばについては、手づくりの会の考え方、ご努力にも敬意を感じますが、やはり市単位のひろがりがある会としては、イベント的な催しも必要だと私は思います。あの人が来るならいってみようというような人を招いて（つまりマスコミによく知られた人で、たのしい人で、筋のある人）、会場をいっぱいにして（500～1000人規模）、そこへ来た人に、たのしかった、こういう会を催す調布九条の会っていうのがあるのか、九条守らないといけないなと思ってもらえるような会の企画も大事だと思います。内向きになって、いつも活動している人だけが来て、人数が決まってしまうと元気がなくなるように思います。

　中野で去年ＺＥＲＯホールをいっぱいにする九条の会を実現させていました（ＺＥＲＯホールがいっぱいになったのは初めてだそうです。私もその時参加しましたが）。よび人としては太田光さんとか井上ひさしさんとか、そういうレベルの人です。話し家でもいいと思います。ポスター、チラシで、あの人ならいってみようと思う人がポイントです。そういう中でＰ魂ｓの方たちのような存在を知らせたら、もっと多くの人達に、感動を与えることができるのではないでしょうか。

19、ＮＫ
　Ｐ魂ｓのみなさんの活動を知ることができたことは大きな収穫でした。プロローグの二人の演技も迫力があり、またディベートも興味深く拝聴しました。内容は熟成されていたと思います。みなさんの今日までのご努力に頭が下がります。ただ、教育基本法があのような形で可決されたことについてのむなしさを消し去るものとはなりませんでした。昨日のニュースで基本法可決のすぐあとに、それ以上の時間をかけて６０億円の契約金の松坂投手の話題がとり上げられていたことなど、マスコミのあり方に対して、どうしていけばよいのでしょうか。

20、ＮＳ
　感銘いたしました。「出会い」にご出演の方の科白まわしの佳さ。「あいさつ」をされた方の説得力ある話術。ごく最近、住んでる町で小さな９条の会を持ちました。「普憲」（＝平和憲法を世界に発信）がモットーです。

　寝坊助師匠の落語に元気をもらい、Ｐ魂ｓの皆さんの挑戦に希望の灯を見ます。感謝！　仲間によく報告しましょう。

21、ＮＴ
　３年目を迎える「憲法ひろば」、発言にも出ましたが、もっと市民に拡げていきたいですね。いつもながら「ひろば」ならではの手づくりと斬新なアイデアはすごいと思います。ピーソウルズの若者たち、本当に頼もしいですね。

22、ＮＹ
　若者が戦争について、一部の人かもしれないけれど、広く活動してることを知り、関心いたしました。絶対、戦争はあってはいけない。戦争を知らない方達が様々な視野で活動されている。我々高年代は、孫や子供達に戦争はいけないとやさしく伝えなくてはいけないと再度教えられました。子の様な集会に参加出来ましたことをうれしく思います。

23、ＮＭ
　ピーソウルズ、とてもおもしろく、かつ感動的に拝見しました。自分ができることってほんとにたくさんあるはずなんですよね。二宮陽子さんの「日本国憲法との出会い」もとってもよかった。有名な人をよんで講演を聞くというのではない、とてもステキな形のプログラムだと思います。

24、ＮＭ
　鈴木さんの熱演、落語じたてでわかりやすく演じていらして感動しました。

　Ｐ魂ｓの皆さんのことも始めて知りました。こういう若者たちがいたんだということに力をもらいました。今日も若者たちにもっと集まってほしかった。そのためにどうしたらよかったのか。一人ひとりにつながるつながり方を、私自身も工夫し努力したいと思いました。

25、ＨＫ

　Ｐ魂ｓの登場が、大きな希望を与えてくれました。「ひろば」のみなさんの熱い思いが今日の集会を成功させました。

26、ＨＫ

　自・公の教育基本法改悪の暴挙に断固抗議します。コンチクショーの気持！　来年の年賀状には「孫子には矛もたせじと願う春」のメッセージ句を伝えたいと思っています。年賀状で･･･（解読不能、ゴメンなさい）････合う運動を展開しましょう。

27、ＨＴ
　いつもご案内ありがとうございます。本日は都合がついたので２人で参加しました。

　教育基本法がひどい状況でするすると変えられてしまいました。平和←→戦争という図式では、私たちの足元がくずされて、９条は残ったけれど戦争が出来る国になりかねませんね。今回は、後半の討議に関心を抱いて参加しました。沖縄、米軍基地、核兵器輸出、原発、環境、多くの問題と連動させていってほしいです。

28、ＨＨ
　素晴らしい時代に生きています。多数に頼ればどんな悪法も自民・公明は通します。これは憲法・教育基本法を自ら読んで行動しているわけでなく彼等には利益誘導でやらせ質問・発言が日常化していることを証明しました。改定に賛成するという踏み絵をふまされています。現行の教育基本法はいじめ「自殺」を解決する教育の指針が書かれている。それは「行政が教育に口だしするな」ということです。現実の悪さの原因を子供・親・教師の責任と決めつけて作文するというのが改定案です。国民が主権者として目覚めざるをえない事態です。生きていさえすれば年寄りも障害者も病人もだれであろうと知性を持って投票すれば世の中を確実にかえていける一票の力をもっています。知性とは憲法・教育基本法を読んで地球にとってよいことか七代先のいのちにとってよいことか考えるということです。いまやっと憲法と教育基本法を読まなくてはという動きが国民の間で出てきました。自分の頭で考えることが始まるのです。ありが象を倒しハチドリの一しずくが山火事を消すのです。私たちのこころはいまひとつです。平和文化を作り出しましょう。人類史の一コマを生きていること思います。
29、ＭＭ
　「このまちで普通に平和に暮らしたい」。ほんとうに時をえたいい催しだと感謝しながら参加させて頂きました。本当に調布はいい所です。自然に恵まれ、こんな催しが生まれる所です。いっそう誇らしく思います。日本国憲法については、何としても守らなければと思います。私は当年８２歳。今から２年前、８０歳になった私は、私の誕生記念日（誕生祝い）を日本国憲法の前文を暗記することにしました。前文を何十回読んだことか。（なかなかおぼえられないので････年なんですね）何十回読み返す中で、私が感じたこと、そして好きな所、「政府の行為によって再び戦争の惨禍がおこることのないようにすることを決意し」というところ。まさしく、民衆が戦争をおこすことはないんだ、････戦争は政府がおこすものなんだ。こんなことを考えていませんでした。「決意し」とあります。「決意」しなければならないのです。決意を行動し、実現に移さなければならないのです。責任ある行動は決意の認識からと思いました。この会のはじめの所にもありましたが、ただいい憲法が出来た、もらった、とよろこぶだけでいいのでしょうか。お願い、いつかチャップリンの「独裁者」の上映会を企画してください。

30、ＭＹ
　ひろばの活動をはじめて色いろ知りました。すごい講師陣で学習されているので、もっとたくさんの人に参加してもらえたらと思います。ピーソウルズの活動は、よく考えられていてすごい！　ぜひもっと若い人（高校生など）も参加できたらと思いました。

31、ＭＮ

　世話人の皆様、いつも御苦労様です。

　折角、皆様が大変なエネルギーをかけ活動しておられるのに、今日は２年前より参加者が少ない様です。私も例会に70％ぐらいは出席しておりますが、参加者の顔ぶれは固定し、だんだん少なくなる様で心配です。「憲法ひろば」に参加していただけなくても、せめてニュースを受け取って頂ける方を増やしたいと思います。その方法として私なりの意見もありますが、それは後日世話人会の方へメールで送りたいと思います。

　1930年6月生まれ、76歳。広島で爆心より1.8Ｋｍで被爆しました。わずか９年後1954年に久保山愛吉さんは爆心から100Ｋｍの場所で３月１日に被爆され９月23日に亡くなられました。アメリカはその後も核兵器の研究を続けているとのこと。現在の威力は一発で日本列島の人間のみならず、全ての生物が死滅するとの説を聞きました。地球上の生物と核兵器を共存させることは、地球上の生物を絶滅させる道だと思います。

32、ＭＳ
　すばらしい構成でした。本当に素敵！　手づくりでありながら、その格調の高さに脱帽です。二宮さん、石川さんの演技力、鈴木さんの新しいスタイルの落語、見直しました。丸山さん、富永さん、よかったです。特に富永信哉さん、敵にまわすとコワイ！と感じさせる説得力、よい刺激になりました。

　今日は国会前のヒューマン・チェーンに参加してからこの集会にきました。何としてもこの理不尽な動きを阻止したいと思っています。「戦後６０年、無為にはさせぬ」の思いをさらに強めています。

33、ＭＫ
　１６日の会は、調布の憲法ひろばらしい企画力を感じました。

　富永りかさんのお話と雰囲気は、いつもこの会の素敵なあり方や方向性をきちんと伝えてくれるように思います。「反対」を叫び広げていくことだけではなく、人と人が、豊かな言葉を通してつながり合うことこそが大事なんだなあ、とまた再確認しました。そして、そのつながり合うということがどういうことなのかを、ひろばの会で見せてもらっているように思います。私も昭島で、少しでもこのように人とつながっていくことを喜び合えるような会を実現していきたいと思いました。一人でニュースを見ていたりすると、とても不安になります。でも、こうして集う場に来たり、身近な友達と話すことで、「大丈夫」と思えます。「何かをしなきゃ」と焦っていただけの気持ちが少し落ち着いたような気がしています。ありがとうございました。

34、ＭＫ
一言でいえば、「エクセレント」、素晴らしかった！
「プロローグ」、原爆によるナガサキの廃墟の映像と再生を二宮さんが、新しく公布された憲法との出合いを通して新生日本への息吹を石川さんが、情熱を込めて語り秀逸だった。
この導入によって、会は成功への道を走り出したといっていいだろう。
この催しは、もう一つ「新しいスター」を生み出した。大型新人・鈴木家寝坊助の誕生である。
彼は、90年代からの自民政権「社会保障つぶし」を、数字を挙げて詳しく説いた。登場人物は、ご隠居さんと熊さんだが、張扇を振り回していることからすれば、「落語講談」という新分野を開拓したといえるのではなかろうか。彼は田辺一鶴のように動きが激しく、カメラには収まりにくかった。「憲法ひろば」としても、新しい才能に拍手を送る。
どこで見つけてきたのか、若い「Pソウルズ」の起用もよかった。いまの若者の中で、あれほど真剣に、戦争を同世代の仲間たちに伝えようと情熱をもった集団は、まれではなかろうか。祖父に話を聞いたり、中国まで出かけたりと、行動力もある。重慶爆撃の話まで聞きだしてきたのには、驚いた。
丸山、富永さんの対談「日本の安全は大丈夫？」も、みんな引き込まれて聞いていた。
北朝鮮の脅威、「テポドンって迎撃して撃ち落したら、核爆発して被害が大きくなるのではないの？」には、会場から答えが出された。
最後の「ねがい」の合唱もよかった。舞台に上がった堀尾さんや竹内さんも若者に混じり「頭上におとされたものが　ミサイルではなく　本やノートであったなら」と声を上げた。
１０月８日の「教育基本法　変えられちゃったらどうなるの」は、参加者280人だったが、７市の市民団体の共催だった。「ひろば」は、悪条件のなか独自でそれに近い人を集めたのだから、成功まちがいなし。
おめでとう！
35、ＭＳ

　「憲法ひろば」を毎回ＦＡＸいただきありがとうございます。改憲に向かう圧倒的な流れの中で、活動できていない私ですが、「ひろば」が届くたび、同じ志しの方々の存在に勇気をいただきます。

　今日の感想としては、若い方の参加が少ないことです。若い人たちに自分の問題と受けとめてもらうには、どうしたら良いのでしょう。Ｐ魂ｓの活動に感動、心強いものを感じる。

36、ＹＭ

　調布市民の熱い思いが伝わってきました。平和を保つ為に、やはり憲法９条はまもりたいと思いました。ありがとうございました。

37、ＹＹ
　いつもご連絡ありがとうございます。何かと日常のいろいろに邪魔されて出席できないことが多くて折角のご連絡に応ずることが少なくて心苦しく思っております。今日はとにかく２周年とのことですので、万難排してと決めておりましたので参加しました。

　Ｐ魂ｓのみなさんの出演の終ったところでこれを書いていますが、感激と感謝で目がうるんでまいります。歳をとりすぎたの、忙しいのと怠けてはいけないと反省するとともに、励ましを受けたと感じています。

　ご隠居さんと熊さんの会話、鈴木家寝坊助さんの語りくち、このように時系列的に最近の動きを提示していただきますと、今の状況のこわさをひしひしと感じます。

　「大増税軍靴の音と共に来る」　イラク戦争の開始のころ、あるミニコミ紙（同じような会の）にのったものですが、第九条に命あれ、世界の平和のためにです。

　手づくりの会といわれましたが、そのよさがにじみ出てよい会でした。

38、ＹＹ

　若い人の活動にとても感動しました。今後の活動を期待します。

39、67歳男

　手づくりらしい集会で、それなりに良かった。ピーソウルズは初めて知ったが、たのもしい若者も居るのはたのもしい。調布でこのような若者のグループが出来たらいいと思う。

　参加者がやや少なくて残念。どうしたら会場をいっぱいにできるのか、知恵を絞っていただきたい。有能な方が多いのだから、知恵の絞りがいがあると思う。

40、あえて名前はふせさせていただきます

　話し合い、学習会をもっともっと続けていくことと共に、みんなで行動することも同時にしていきたいが、それは「しない」ということには納得しがたい。

　申し合わせにも「共同行動を追及し････波をつくっていく」とあるのですから、すると矛盾しないと思うし、行動して、学習して波を広げていきませんか？！

　でも、今日はよい会でした。ありがとうございました。

41、記入なし

　手づくりの「憲法ひろば」お疲れさまでした。よかったですよ。

　特に、Ｐ魂ｓの活動には感心しました。若い人達は何を考えているんだろうと、私にとって不思議な存在になりつつある若者が、いろいろ工夫して平和の大事さ、思いを伝えようと活動している姿に勇気づけられます。

　鈴木家寝坊助さん、もう少し落語っぽかったらよかったのに、でもおもしろかったです。

　参加者が少なくて残念でしたね。今回の内容と参加者の人数を考えれば、もっと小さな会場の方がよかったのではないかと思いました。

42、記入なし

　構成がとても良かったです。

43、記入なし

　憲法ひろばの世話人の方がせっかくすばらしい企画をしてくださったのに、参加者が少ないのがとても残念です。ピーソウルズを始めて知り、嬉しく、勇気をもらいました。少すづつでも若者に平和を拡げてほしいと思います。戦争は人殺し、絶対に戦争をしてはならない。９条を守りましょう。
44、記入なし

　教育基本法改悪案が強行採決された。とてもショック。８日のヒューマン・チェーン、１２日の日比谷集会で2300人、3000人、そして今日のヒューマン・チェーンは5000人で国会を取り囲んだ。こんなひどい、やり放題のことは絶対許されてはいけない。憲法改正も含め＜平和＞こそを国民が望んでいることをもっともっと伝えていきたい。
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